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Ｉ 目的

平成２年７月２日の集中豪雨によって、柳川市の明治開において穂ばら
み期の早期コシヒカリが冠水したので被害:状況を調査し、今後の技術対策

Ⅱ試験方法一

１調査場所柳川市明治開
２品種コシヒカリ

３生育経過被害水稲の移植時期は４月中旬で、水害以前の水稲の生育
は調査場所によって異な呪西ノ切（区分Ⅱ）は極めて生育が旺盛であ
った。また、明治開の６０時間冠水圃場（区分Ⅳ）は排水条件が不良で中
干しが不十分であった。なお、水害を被らなかった場合の出穂期はいず
れも７月１０日前後と推定されたが、浸冠水によって穂の抽出不良、出穂
遅延が認められた。
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Ⅲ主要成果:の概要

７月２日の集中豪雨（２１１ｍｍ)によ り柳川市の明治開を中心に約２０ｈａの早

リが浸冠水被害を受けた。 水稲の生育ステージは出穂直期栽培のコシヒカ

前の穂ばらみ期にあたり、 被害調査をして被害様相と被害程度を明
らかに

した
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穂ばらみ期の浸冠水による被害は、 ①出穂不能、②枝梗及び頴花のL退

化による籾数不足、 ③登熟歩合の低下、 ④千粒重の低下等による収童減

と品質低下によるものであった。
２浸冠水 時

－

浸冠水

の程度
一

減収歩合
一

噸シ燕

浸水

５０時間

４０％

３幼穂枯死率が高i議薫蕊面
一ｒ－砂公一里．ママ１△】マレーー テ識11Ｗか錨易アシが可能である｡

－４４－

葉



－４５－

●

Ⅳ 主…要成-果の具体的データ

篭１表水害の程度と被害水稲の生育・収量及び検査等級一

水害出穂成熟㎡穂数㎡か登熟・屑米重玄’米
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筑後分場での４月２０日移植の無被害圃場における成績。

②検査等級は１等上～３等下を１～９の９段階で示した。

③成熟期は、正常に出穂した穂が成熟した時点としたため、枝穂のbllI

頴花は未熟粒となった。

第２表水害程度と穎花及び枝梗の退化
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注）枝梗数及び頴花数は３株の主稗を調L査し、

示 した。‐

第３表水害後の茎葉切除の効果
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５ｃｍ切除 (切除後深水のため萌芽が極めて!悪く調査不能であった。）
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注）①水害対策として、６０時間冠水区を７月１０日に５ｃｍ及び１０～l5cInの高
さで切除した。１０～１５cm切除区で稲わらの搬出区と敷蕊区設定した

が、敷藁区の萌芽が不良であったため、搬出区の成績を記載した。

②出穂時期は株間差による変異が大きく、圃場における出穂期及び成
熟期の判定は一般栽培のものより困難を要した。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１「農業災害対策資料」に掲載する。

２浸冠水害による減収量推定の参考資料となる。

､３早期栽培の作付適地策定のための参考となる。
４水温一水質によっては被害程度が異なる。

Ⅵ今麦穣の研究上の問題点．

Ⅶ資料名

２年度福岡県農業総合試験場〆筑後分場普通作物研究室

水田作試験成績書


